
池田市における下水道使用料改定と
広報活動について

池田市上下水道部経営企画課 上枝 聡
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１．使用料改定の経緯
… 前回改定（H26.1）からの経緯 など

２．使用料改定に向けた広報戦略
… 各種広報施策の紹介

３．まとめと今後の取り組み

本日の説明内容
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池田市の概要
【池田市の概要】
・大阪府の北西部に位置
・面積：2,214ha
・人口：102,708人 世帯数：50,061世帯（R5末）
・日本初の「分譲住宅の割賦販売」や「インス

タントラーメン」の発明など『事始めのまち』

【池田市の下水道事業】
昭和28年に事業認可取得

・処理区域面積：1,086ha
・汚水処理人口普及率：100%
・排除方式：分流式（一部合流）
・処理場：池田市下水処理場

※昭和43年供用開始
原田処理場（流域）

・管渠延長（汚水）：241km
（雨水）： 60km
（合計）：301km

※10年後には約70%が耐用年数超過
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R9R8R7R6R5R4R3R2R1H30H29H28H27H26H25

池田市上下水道ビジョン（H23～）

H26.1 （前回改定）
使用料20.5％改定

池田市上下水道事業経営戦略（H30～R9）

H30.3 経営戦略策定
※使用料改定見送り

【R6年1月】
10年ぶりに 使用料改定（19.76%）を実施

R5.10 経営戦略改定
R6.1   使用料19.76％改定

下水道使用料改定の経緯
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H26年1月に20.5%の使用料改定を実施

２段階改定として、H30年度に15.7％程度の改定を想定

・収支改善と資金増加を理由に、H30年度の改定は見送り

・R5年度に使用料10％改定を仮定し、

経営戦略の最終年度(R9)の損益黒字、資金確保を見込む

上下水道事業経営審議会（H29年度）

収支計画見直し
・大口使用者の使用水量の増、維持管理経費の減
・事業費の不用額による内部留保資金の増加

収支
改善

下水道使用料の改定（H25年度） ※前回改定

経営戦略（H30～R9）策定と使用料改定への答申

下水道使用料改定の経緯
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経営戦略
改定版

使用水量減少による使用料収入の減少
・節水機器の普及
・大口使用者の使用水量の減少
・社会情勢の変動など

施設の更新需要の増大による費用の増加
・高度経済成長期に整備した施設の更新
・激甚化、頻発化する自然災害への対応など

「池田市上下水道事業経営戦略」策定（H29年度）

収支計画
見直し

上下水道事業経営審議会（R4年度）

料金改定議案が市議会で可決
（R5年9月定例会）

R6年1月1日から
水道料金、下水道使用料を改定

改定率：水道料金 4.73%
下水道使用料 19.76%

改定を妥当とする答申

下水道使用料改定の経緯
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使用料改定に向けた広報戦略①
（１）市民へ提供する情報の整理
どうやって市民に告知するのか

どんな情報を提供するべきか

ホームページ

ＳＮＳ

活用した
広報メディア

アクセスを待つ受動的なメディア

能動的に情報を発信できるメディア

広報紙 市民全員に情報発信できるペーパーメディア

水質に対する満足感

現在の料金レベルに対する評価

値上げ容認度を高める影響因子 ※伊藤教授らの研究報告より

上下水道事業に対する信頼感

情報評価

現状・経営に関する認識 重点的に提供する情報

※「料金値上げに対する容認度を高めるためのコミュニケーション手法」（水道研究発表会）など
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使用料改定に向けた広報戦略②
（２）広報紙の作成
・広報紙「水だより」
・年4回、上下水道部の広報紙として全戸配布

※臨時号を作成して11月に全戸配布

１面：改定後の料金イメージ
新料金適用のタイミング
※市民生活に直接的に影響

２面：使用料改定に至った経緯
これまでの経費削減など経営努力
※現状・経営に関する認識

３面：上下水道事業のこれからの取り組み
※上下水道に関する情報評価

４面：ペットボトル水との料金比較
※料金レベルに対する評価

広報紙の全体的な構成

重点的に提供する情報と位置付けた
影響因子をできるだけ掲載する構成とした
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使用料改定に向けた広報戦略③
（３）市民説明会の実施

参加者場 所日 程
９名市役所会議室令和５年１１月５日（日）

１４名市役所会議室令和５年１１月１５日（水）
９名古江浄水場令和５年１１月１８日（土）
５名池田市下水処理場令和５年１１月１９日（日）

・市役所会議室、浄水場、下水処理場で
計４回実施

・浄水場、下水処理場では市民に施設の
現状を知ってもらうことを目的として
施設見学会を併せて実施

・合計で３７名が参加
・説明会後に説明内容のYouTube動画を

上下水道部ホームページで公開
（動画時間34分）
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広報戦略に対するフィードバック

上下水道サポーター制度
上下水道について利用者の意見を聞き、
事業運営に反映させることを目的に設置。
上下水道部と利用者の相互理解のための
貴重な場としている。
（令和5年度は22名が参加）

「水道料金・下水道使用料改定に関する情報発信について」
「上下水道部の広報活動について」をテーマにグループディスカッション

上下水道サポーター

市民説明会の
参加

水だより臨時号など
資料の熟読

グループディスカッションの実施
※上下水道部職員も参加

（１）サポーターによるディスカッション
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上下水道サポーターからの意見

上下水道部の広報活動について水道料金・下水道使用料改定に
関する情報発信について

・紙面による広報は文字が多いと読ま
ない

・印象に残るようなデザイン性が高い
ものが必要

・伝えたい内容によって広報媒体を
変える必要がある

・子どもにもわかるような広報誌に
すれば親も見るようになるのでは
ないか

・災害時の対応について、どのような
対処をすればいいのかしっかり情報
発信してほしい

・上下水道部の広報の目的が不透明
である、広報の効果について検証
するべき

・過度な広報活動は不要だと思う

・施設を見学させてもらい、現状や課題
を知れば、適正な金額を検討されてい
ると思う

・市民説明会の参加者を増やすための
広報の計画性がない

・具体的な数字などの情報を出すほう
がいい

・値上げした料金が施設整備にどのよう
に使われるのか、どれだけ更新する
かなどが見えたほうがよい

・市民全員に伝えたいのか、説明会に
参加した人に伝えたいのかで情報が
変わるのではないか

・説明会の参加者はもっと詳細な内容
を知りたいから参加しているため、
説明不足であったと思う
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広報戦略に対するフィードバック

池田市上下水道アンケート
上下水道使用者の適切なニーズを把握し、今後の上下水道事業の運営に
資するため定期的にアンケート調査を実施
※令和５年度は初めてWEB方式で実施（145件の回答）

「高くなってもよいので、老朽化施設
の更新や災害対策を早急に進めてもら
いたい」が最も多い55.2%
（令和3年度より17%増加）

「安くなるほうがよい」に変わったのは
5.5%に対して「高くなってもよい」に
変わったのが11.7%

使用料改定に
関する質問

動画視聴などに
よる考え方の
変化について

災害に
対する

意識の変化 情報発信に
若干の効果

（２）上下水道アンケートの実施
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広報活動についての考察

■広報紙臨時号の作成
■市民説明会の実施

（施設見学を含む）
■YouTube動画配信

主な情報発信
■老朽化した施設の現状
■経費節減のための取り組み
容認度を高める影響因子の１つ
『現状・経営に関する認識』の
向上を図った

値上げに反対する意見は少ない

値上げに対する市民の容認度を
高めることができた

上下水道部が提供する情報と
市民が知りたい情報に大きな乖離
※市民説明会やサポーターによる意見で

最も多かった意見

すべての広報活動において、説明する
内容がほとんど同じ

容認度を高める影響因子の１つ
『情報評価』の向上が図れなかった
⇒積極的なコミュニケーションの取り方

具体的な数値などの情報提供に課題

すべての市民をターゲットにするのか
説明会の参加者だけをターゲットに
するのかで提供する情報が変わることを
想定できていなかった

広報活動の評価 広報活動の課題
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まとめと今後の取り組み

市民と双方向のコミュニケーションを図る広報活動に取り組むことが必要

伝えたいこと、市民の知りたい情報を発信

知りたい情報を伝える・上下水道部に協力

相互理解の関係

上下水道部 市民

新型コロナなどの影響
対話形式の広報が不可

一方的な
広報活動

「情報評価」の
向上ができない

市民の容認度が
上がらない

今後の取り組み
■上下水道サポーターの利活用【アウトプットの取り組み】
■参加型体験型のイベントの充実【インプットの取り組み】
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ご清聴ありがとうございました。
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